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AM
P回
路
図
1

・
非
反
転
増
幅
x2

・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
回
路
の
パ
タ
ー
ン
を
よ
く
考
え
な
い
と
発
振
す
る
こ
と

　
(非
反
転
増
幅
が
元
々
発
振
し
や
す
い
+AD8001が

電
流
帰
還
形
で
発
振
し
や
す
い
た
め
)

・
去
年
の
12月

の
ビ
ー
ム
テ
ス
ト
時
に
使
用
し
た
am
p。

・
若
干
複
雑
。

・
今
作
る
な
ら
。
。
。
(次
ペ
ー
ジ
)
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AM
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路
図
2

opeam
p
AD8001

Rt
51Ω

Rf
470Ω

Rg
51Ω

R1
10kΩ

C1
0.01µF

C2
1µF

C3
0.1µF

・
非
反
転
増
幅
x2

・
出
力
側
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
51Ω

が
前
提
。

・
出
力
側
は
π
型
の
ACカ

ッ
プ
ル
で
オ
フ
セ
ッ
ト
除
去
。

　
(こ
れ
で
は
オ
フ
セ
ッ
ト
を
除
去
し
き
れ
な
い
か
も
。
駄
目
な
場
合
は
前
段
と
後
段
の
間
に

　
10kΩ

+0.1µF+51Ω
の
π
型
ACカ

ッ
プ
ル
を
入
れ
る
)

・
(Rf+Rg)/Rgが

保
存
す
る
よ
う
に
Rfと

Rgを
大
き
く
す
る
と
発
振
し
に
く
く
な
る

　
(ノ
イ
ズ
→
大
、
AM
Pが
遅
く
な
る
が
。
。
。
)

実
際
に
作
っ
て
確
か
め
な
い
と
必
要
か
ど
う
か
不
明

offsetが
消
え
な
い
場
合
は
こ
こ
に
ACカ

ッ
プ
ル
入
れ
る
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π
型
の
ACカ

ッ
プ
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で
オ
フ
セ
ッ
ト
除
去
。

　
(こ
れ
で
は
オ
フ
セ
ッ
ト
を
除
去
し
き
れ
な
い
か
も
。
駄
目
な
場
合
は
前
段
と
後
段
の
間
に

　
10kΩ

+0.1µF+51Ω
の
π
型
ACカ

ッ
プ
ル
を
入
れ
る
)

・
R1, R2は

弄
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
も
(発
振
し
た
ら
こ
こ
を
小
さ
く
す
る
, AM

Pの
速
さ
は
変
化
し
な
い
)。

・
(Rf+Rg)/Rgが

保
存
す
る
よ
う
に
Rfと

Rgを
大
き
く
す
る
と
発
振
し
に
く
く
な
る

　
(ノ
イ
ズ
→
大
、
AM
Pが
遅
く
な
る
が
。
。
。
) 実
際
に
作
っ
て
確
か
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な
い
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う
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M
PPCま

わ
り

ー
V

M
PPC

10m
H

0.1µF
0.1µF

out

・
RCで

ち
ょ
う
ど
良
さ
げ
な
low passを

作
る
と
、
3m
m
角
M
PPCで

は
Rで
電
圧
降
下
が
起
き
て
、

　
(M
PPCの

暗
電
流
の
せ
い
)印
可
電
圧
と
gainの

線
形
性
が
無
く
な
る
。

・
outが

0Vで
無
い
時
(ex M

PPCに
+の
HVを

掛
け
る
)ACカ

ッ
プ
ル
と
し
て

10kΩ
0.1µF

50orm
0.1µF

を
使
う
。


